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あらし

　吹くからに秋の草木のしをるれば
　　　　　むべ山風を嵐といふらむ　（文屋康秀）

　この和歌は、「山」と「風」を組み合わせると「嵐」
になるという言葉あそびの和歌です。なぜ、このよ
うな趣向的な和歌が『百人一首』に撰ばれたのか、昔
から疑問でした。書店に並んでいる『百人一首』
の入門書や受験参考書を調べてみると、山風や嵐を

「暴風」と解説し、この和歌を「台風の激しい風で
草木の枝葉が折れる」と解釈しているものがほと
んどでした。気になって図書館の専門書コーナーで
調べてみると、「木枯らしで草木が枯れる」と解釈し
ているものがありました。

 
　「万葉集」に「窓越しに月おし照りてあしひきのあら
し吹く夜は君をしぞ思ふ」の歌があり、「山」の枕詞
の「あしひき」が「嵐」の枕詞としても使われている
ことなどから、アラは山の古語という説があります。
この説によれば、シは風を意味する言葉（コガラシ・
ツムジなど）ですから、アラシはまさに山風になりま
す。また、大蛇をオロチ（山の霊）と呼ぶように、オロ
も山の古語で、「六甲おろし」「赤城おろし」のオロシ
も、もとは山風という説もあります。気象の知識が

ない昔の人たちは、風が吹く原因が分からず、風の
強弱や風向で風の種類を呼び分けていたのではな
いでしょうか。山の方向から吹く風や山中で吹いて
いる風は、みな「山風」と呼んでいたと思います。
　「嵐」について、『広辞苑』に「荒く激しく吹く風。も
とは山間に吹く風をいうことが多く、のち一般に暴
風、烈風をいう」とあるように、昔は暴風だけではなく、
木々をゆらす程度の風も嵐と呼んでいました。『百
人一首』には、嵐の入った和歌が、他に２首あります。

　嵐吹く三室の山のもみぢ葉は
　　　　　　  龍田の川の錦なりけり（能因法師）

　花さそふ嵐の庭の雪ならで
　　　ふりゆくものはわが身なりけり（藤原公経）

　能因法師の嵐は「晩秋の季節風」、藤原公経の嵐は
「花散らしの春風」です。和歌の感じからは、強い風
というよりも、強めの風といった印象です。
　『広辞苑』の編者の新村出も文屋康秀の和歌の解
釈に疑問を抱いていたらしく、著書『語源をさぐる』で

「むべ山風を嵐、といつたその嵐は、暴風立ちの風
ではなくて、一陣の風で木葉を散らす程度の、木枯
の風の程度のものと考へれば、大した相違はないと
思ふ。」との意見を述べています。
　この文屋康秀の和歌、もともとは「秋の草木のしを
るれば」ではなく「野辺の草木のしをるれば」で、『古
今集』に撰ばれた時に現在の姿になりました。「野
辺」では季節感が薄れてしまいますので、「秋」に変
えたと思われます。「冬の訪れを告げる冷たい季節
風が吹き始めると、草木が枯れ、野や里が荒れる」と、
晩秋から初冬のころの情景と解すれば、「見わたせば
花も紅葉もなかりけり…」にも似た、なかなか味わい
深い和歌になり、『百人一首』に撰ばれたのも分かる
ような気がします。
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    桶狭間は晴れ、
　　　　のち豪雨でしょう「 「
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